
女性と子どもの安全みまもり企業 事例

株式会社 関屋電設

【企業の概要】
・所 在 地／大野城市川久保三丁目1番10号
・業 種／電気工事業

【主な取組】

・緊急時に子どもが駆け込みやすいよう、こども110番の家ステッ
カーを貼付。また、事業所内にはマニュアルを作成・掲示している。

・防犯カメラを社内・屋外に設置し、事件時警察へ提出協力してい
る。

・定期的に見回り、行政への報告を行い、地域内の暗い道や危な
い箇所を発見した際には各区へ防犯灯追加等の提案を行っている。

・春日大野城那珂川防犯協会に所属し、営業車両に「防犯パトロー
ル中」のステッカーを貼り付けている。

・学校・家庭・地域が連携し、（PTA＋地域Community）の一環とし
て行われているランドセルクラブに積極的に参加し、小学校で放課
後学習を行っている。

・講習会等へ積極的に参加し、社内研修会等で従業員へ周知・指
導を行っている。

・女性従業員に防犯ブザーを配布している。

・通学中の子どもたちへの挨拶を行っている。

・視界が良くなるよう社屋周りの除草、伐採を行っている。

【苦労した点・工夫した点】

企業として防犯への取組のみに時間を割くことが難しく、方法を試行
錯誤しました。

まずは社員の意識向上を目指し、『ながら防犯』という出来ることから
開始しました。

そのような状況を経て、従業員より自発的に地域行事に参加したり、
防犯対策が必要な箇所の提示などを行うようになりました。

【メッセージ】

地域の皆様と連携を図る事で、企業単体では難しいところもある防犯
への取組を円滑に行う事が可能となります。
これからも地域に根付いた活動を積極的に行い、コミュニケーション
を大切にしながら犯罪が起きない街づくりを目指していきたいと思い
ます。

【取組を始めたきっかけ】

本社が小学校の通学路に面しており、また、社内における女性従業
員の割合が2割を超えた事から、増加する性犯罪・子どもを狙った犯
罪の抑制に繋がる何かを自社で行いたいと思った事がきっかけです。

放課後学習の様子


